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本
会
「
被
害
認
定
　
柔
軟
に
」

本
会
「
被
害
認
定
　
柔
軟
に
」

「
半
壊
」
住
宅
も 

― 

政
府

解
体
の
自
治
体
支
援

野尻哲雄会長
（大分市）

特定非常特定非常
災 害災 害

政
府
は
特
定
非
常
災
害

（
※
１
）
で
被
災
し
た
住
宅

を
自
治
体
が
解
体
・
撤
去
す

る
費
用
に
つ
い
て
、「
全
壊
」

だ
け
で
な
く
、「
半
壊
」
も
国

の
補
助
対
象
と
し
て
制
度
化

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
近
く

要
綱
や
各
都
道
府
県
へ
の
通

知
（
※
２
）
を
改
正
す
る
。

小
泉
進
次
郎
環
境
相
が
令

和
２
年
7
月
豪
雨
の
被
災
地

視
察
後
、
対
象
を
拡
大
す
る

方
針
を
示
し
て
い
た
。

近
年
の
東
日
本
大
震
災

（
２
０
１
１
年
）
や
西
日
本

豪
雨
（
18
年
）
な
ど
の
災
害

時
に
は
、実
際
に
は
「
半
壊
」

も
対
象
に
加
え
る
運
用
を
し

て
き
た
が
、
制
度
と
し
て
は

確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。

対
象
の
被
災
家
屋
に
は
国

が
「
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事

業
費
補
助
金
」
を
出
す
な
ど

し
て
解
体
・
撤
去
費
の
ほ
と

ん
ど
を
支
援
す
る
。

同
相
は
政
府
方
針
を
正
式

に
表
明
し
た
７
月
21
日
の
閣

議
後
会
見
で
「
こ
れ
か
ら
は

特
定
非
常
災
害
に
遭
っ
て
大

量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し

た
場
合
は
、即
、半
壊
も
（
補

助
対
象
と
し
て
）
見
る
こ
と

に
な
る
。
非
常
に
大
き
な
こ

と
だ
」
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
１

（
要
件
）「
著
し
く
異
常
か

つ
激
甚
な
非
常
災
害
」
の
場

合
、指
定
さ
れ
る
。
①
死
者・

行
方
不
明
者
、
負
傷
者
、
避

難
者
等
の
多
数
発
生
②
住
宅

の
倒
壊
等
の
多
数
発
生
③
交

通
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
広
範

囲
に
わ
た
る
途
絶
④
地
域
全

体
の
日
常
業
務
や
業
務
環
境

の
破
壊
―
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
す
る
。

（
内
容
）
行
政
上
の
権
利
利

益
に
係
る
満
了
日
の
延
長

（
例
、
運
転
免
許
の
期
限
延

長
）
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
。

（
適
用
例
）
①
阪
神
淡
路
大

震
災
（
１
９
９
５
年
）
②
新

潟
県
中
越
地
震
（
２
０
０
４

年
）
③
東
日
本
大
震
災
（
11

年
）
④
熊
本
地
震
（
16
年
）

⑤
西
日
本
豪
雨
（
18
年
）
⑥

台
風
19
号
（
19
年
）　
⑦
令

和
2
年
７
月
豪
雨
（
20
年
）

※
２

▽
補
助
対
象
と
な
る
事
業
内
容　

１　
ご
み
処
理

野
尻
哲
雄
会
長（
大
分
市
）

を
は
じ
め
本
会
の
正
副
会
長

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
被
災
地

視
察
で
は
、
各
地
か
ら
「
国

の
被
害
認
定
が
硬
直
的
過
ぎ

る
」
と
悲
痛
な
声
が
上
が
っ

て
い
た
。

こ
れ
ら
現
場
の
声
を
受
け
、

本
会
は
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
被
害
も
念
頭
に
、
同
月
16

日
付
書
面
開
催
の
建
設
運

輸
委
員
会
で
、
①
浸
水
高

や
堆
積
土
砂
の
深
さ
認
定

で
、
弾
力
的
運
用
を
す
る

②
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
の
支
援
金
の
支
給
対

象
を
半
壊
・
一
部
損
壊
ま

で
広
げ
る
―
な
ど
国
に
柔

軟
な
対
応
を
求
め
る
要
望

書
を
決
定
し
て
い
る
。

①
略

②
災
害
等
に
よ
り
、
市
町

村
が
解
体
の
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
損
壊
家
屋
等
（
全

壊
に
限
る
）
で
あ
っ
て
、
災

害
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る

こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

行
う
解
体
、
収
集
・
運
搬
及

び
処
分
を
含
む
も
の
と
す
る

（
以
下
略
）。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

お
知
ら
せ

旬
報
8
月
15
日
付
第

２
１
２
９
号
は
、
8
月

25
日
付
２
１
２
９
・
30

号
の
合
併
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
全

国
の
感
染
者
が
７

月
下
旬
で
３
万
人
、

死
者
も
千
人
を
超

え
た
。
そ
の
後
も

各
地
で
感
染
者
が

増
え
続
け
て
い
る
。

感
染
者
の
都
道

府
県
別
で
は
最
多

の
東
京
都
が
1
万

人
を
大
き
く
超
え
、
次
い
で

大
阪
府
、
神
奈
川
、
埼
玉
両

県
が
続
い
て
い
る
。

第
一
波
の
後
、
し
ば
ら
く

収
束
傾
向
を
見
せ
て
い
た
が
、

人
の
移
動
が
多
く
な
る
に
連

れ
て
再
び
感
染
拡
大
の
勢
い

が
強
ま
っ
た
。
東
京
都
で
は

同
月
末
に
か
け
て
新
規
感
染

者
が
３
０
０
人
を
超
す
日
も

出
た
。

新 型
コロナ

特
定
非
常
災
害

現
行
通
知
「
災
害
等

廃
棄
物
処
理
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」

感染者３万人超え感染者３万人超え
死者も１０００人死者も１０００人
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第
1
6
8
回
建
設
運
輸
委
員
会

山本建設運輸委員長
（柳井市）

第
１
６
８
回
建
設
運
輸
委

員
会
（
委
員
長
＝
山
本
達
也

柳
井
市
議
会
議
長
）
は
７
月

16
日
付
で
書
面
会
議
に
よ
り

開
催
さ
れ
、
建
設
運
輸
施
策

に
関
す
る
「
要
望
書
」
な
ど

を
17
日
付
で
決
定
し
た
（
詳

細
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
）。

要
望
書
で
は
、
近
年
各
地

で
発
生
し
て
い
る
豪
雨
災
害

や
大
規
模
地
震
等
の
自
然
災

害
へ
の
対
策
推
進
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
っ
て
甚
大
な
影
響
を
受
け

た
観
光
業
の
回
復
な
ど
を
求

め
た
。

今
後
、
各
委
員
を
通
じ
て

地
元
選
出
国
会
議
員
ら
に
働

き
か
け
て
い
く
。

ま
た
、
同
委
で
は
建
設
運

輸
施
策
に
関
す
る
「
要
望

書
」
と
併
せ
、
各
委
員
会
共

通
の
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
▽
東
日
本
大
震
災
―
に
関

す
る
要
望
書
に
つ
い
て
も
書

防
災
対
策
を
要
望

防
災
対
策
を
要
望

多
発
す
る
災
害
受
け

多
発
す
る
災
害
受
け

面
で
協
議
、
決
定
し
た
。

　
　
♢　
♢　
♢

建
設
運
輸
施
策
に
関
す
る

要
望
書
の
主
な
項
目
は
次
の

通
り
。

①
地
方
創
生
・
地
方
分
権
改

革
の
推
進
及
び
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保

②
頻
発
・
激
甚
化
す
る
大
規

模
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・
復

興
対
策
及
び
防
災
・
減
災
対

策
等

③
自
然
災
害
対
策
の
推
進

（
台
風
・
豪
雨
対
策
の
推
進
）

▽
近
年
の
河
川
災
害
の
特
徴

及
び
利
水
・
流
域
環
境
整
備

の
視
点
を
踏
ま
え
た
河
川
整

備
基
本
方
針
及
び
河
川
整
備

計
画
の
変
更
、
計
画
に
沿
っ

た
河
川
整
備
の
よ
り
一
層
の

推
進
、
整
備
計
画
未
策
定
の

河
川
の
早
期
計
画
策
定
な
ど

（
地
震
・
津
波
対
策
等
の
推

進
）

▽
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
津
波
避

難
対
策
緊
急
事
業
計
画
に
規

定
さ
れ
て
い
る
集
団
移
転
促

進
事
業
の
採
択
要
件
の
緩
和

及
び
国
庫
補
助
の
引
上
げ
、

津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
の

拡
充
強
化

④
各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推

進⑤
都
市
基
盤
整
備
の
推
進

⑥
下
水
道
整
備
の
推
進

⑦
観
光
立
国
の
推
進

（
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
の
推
進
）

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
観
光
産
業
の
減

収
や
倒
産
等
に
対
し
地
方
自

治
体
や
事
業
者
等
が
行
う
観

光
振
興
の
取
り
組
み
に
対

す
る
財
政
措
置
の
拡
充
強

化
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
数
の
状
況
等
に
応

じ
た
随
時
の
内
容
見
直
し

連載③

徳

島

市

徳

島

市

副
会
長
市
紹
介

副
会
長
市
紹
介

宮
内
議
長
の
話

宮
内
議
長
の
話

市　章

宮内春雄議長

ひょうたん島クルーズと眉山 
（写真提供・徳島市）

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
25
万
２
４
４
８
人

（
今
年
７
月
１
日
）

▽
面
積　
１
９
１
・
39
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
吉
野
川
と

そ
の
支
流
に
よ
り
で
き
た
三

角
州
に
広
が
っ
た
都
市
。
天

正
13
年
（
１
５
８
５
年
）
に

武
将
蜂
須
賀
家
政
が
阿
波
に

入
国
し
て
城
郭
を
築
い
た
の

が
ま
ち
の
始
ま
り
。
徳
島

藩
・
蜂
須
賀
14
代
の
治
世
で

阿
波
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

た
。
明
治
22
年
10
月
市
制
施

行
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に

か
け
、
周
辺
町
村
を
編
入
し

て
市
域
を
拡
大
し
た
。
平
成

22
年
９
月
定
住
自
立
圏
構
想

た
め
、市
の「
危
機
事
象
対
策

推
進
基
金
」
に
積
み
立
て
た
。

の
中
心
市
宣
言
。
同
23
年
3

月
徳
島
東
部
地
域
定
住
自
立

圏
誕
生
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
徳
島

藩
の
徽
章
で
あ
っ
た
子
持
筋

の
下
に
「
市
」
の
文
字
を
配

し
て
円
形
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

市
の
花
は
市
内
の
山
並
み
に

広
く
自
生
す
る
サ
ク
ラ
、
市

の
木
は
市
街
地
に
自
生
す
る

常
緑
広
葉
樹
ホ
ル
ト
ノ
キ
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

30
人
（
現

在・男
性
24
人
、
女
性
６
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
31
年
４

月
21
日
。
立
候
補
40
人
、
投

票
率
41
・
86
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、
議
場
の
隣
接
議
員
席
や

理
事
者
席
の
間
に
ア
ク
リ
ル

の
仕
切
り
を
設
け
た
。
ま
た

5
月
臨
時
会
で
、
市
議
の
6

月
期
末
手
当
を
半
額
に
す
る

条
例
改
正
案
を
可
決
、
削
減

分
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る

徳
島
市
は
徳
島
県
の
東
部

に
位
置
し
、
市
の
ほ
ぼ
中
央

に
は
当
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
眉
山
が
そ
び
え
、
ま
た
、

四
国
一
の
大
河
、
吉
野
川
を

は
じ
め
１
３
８
の
川
が
流
れ

る
な
ど
、
水
の
豊
か
な
都
市

で
も
あ
り
ま
す
。
「
水
都
と

く
し
ま
」
と
し
て
の
魅
力
を

実
感
で
き
る
遊
覧
船
で
の
ク

ル
ー
ズ
の
ほ
か
に
も
、
阿
波

お
ど
り
、
人
形
浄
瑠
璃
、
阿

波
し
じ
ら
、
木
工
製
品
、
す

だ
ち
な
ど
、
徳
島
の
風
土
と

歴
史
が
育
ん
だ
個
性
的
な
文

化
を
有
し
て
い
ま
す
。
魅
力

あ
ふ
れ
る
徳
島
へ
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
皆
様

で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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意
見
を
反
映
し

た
広
域
連
携
施

策
の
推
進
、
多

様
な
連
携
方
式
を
選
択
可
能

と
す
る
こ
と
お
よ
び
「
ビ

ジ
ョ
ン
」
策
定
な
ど
に
お
け

る
議
会
の
関
与
拡
大
、
広
域

連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
の
財
政
措
置
拡
充
、
定
住

自
立
圏
・
連
携
中
枢
都
市
圏

の
推
進
経
費
の
所
要
額
確
保

と
対
象
要
件
緩
和
、
第
２
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
盛
り
込
ま
れ

た
広
域
連
携
の
各
施
策
へ
の

支
援
等
を
求
め
た
（
詳
細
は

Ｈ
Ｐ
掲
載
）。

新
庁
舎
落
成深谷市役所新庁舎

（写真提供＝深谷市）
議場

（同左）

▽
深
谷
市
（
埼
玉
県
）

〒
３
６
６
―
８
５
０
１

深
谷
市
仲
町
11
―
１

郵
便
番
号
、
所
在
地
、
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更

な
し議

会
フ
ロ
ア
は
4
階
。
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
の
た
め
、

傍
聴
席
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
親
子
優
先
席

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

自
主
的
な
広
域
連
携
を

自
主
的
な
広
域
連
携
を

広
域
協
役
員
会

広
域
協
役
員
会

山田広域協会長
（鳥取市）

▼
議
長

▽
近
江
八
幡　
片
岡
信
博

 

（
５・15
）

▽
尾
張
旭　
さ
か
え
章
演

 

（
５・18
）

▽
四
條
畷 

瓜
生
照
代（
５・18
）

▽
大
東 

大
束
真
司（
５・20
）

▽
大
崎 

相
澤
孝
弘（
５・21
）

▽
江
東 

若
林
し
げ
る（
５・25
）

▽
墨
田 

樋
口
敏
郎（
５・27
）

議
会
人
事

▽
大
阪 

ホ
ン
ダ
リ
エ（
５・28
）

▽
坂
井 

古
屋
信
二（
５・29
）

▽
荒
川 

明
戸
真
弓
美（
５・29
）

▽
藤
枝 

大
石
保
幸（
５・29
）

▽
栗
東 

田
中
英
樹（
５・29
）

▽
福
井 

見
谷
喜
代
三（
６・１
）

▽
大
和 

井
上　
貢（
６・１
）

▽
春
日
部 

佐
藤　
一（
６・１
）

▽
備
前 

守
井
秀
龍（
６・１
）

▽
那
須
烏
山　
久
保
居
光
一
郎

 

（
６・２
）

▽
深
谷 

富
田　
勝（
６・２
）

▽
秩
父 

髙
野　
宏（
６・３
）

▽
石
巻 

大
森
秀
一（
６・４
）

▽
下
野 

小
谷
野
晴
夫（
６・４
）

▽
熊
谷 

三
浦
和
一（
６・４
）

▽
吹
田 

木
村　
裕（
６・４
）

▽
姫
路 

八
木
高
明（
６・４
）

▽
練
馬 

小
泉
純
二（
６・５
）

▽
栃
木 

小
堀
良
江（
６・５
）

▽
所
沢 

近
藤
哲
男（
６・５
）

▽
う
き
は 

中
野
義
信（
６・５
）

▽
菊
池 

　
大
賀
慶
一（
６・５
）

▽
久
喜 

春
山
千
明（
６・８
）

▽
尾
鷲 

村
田
幸
隆（
６・８
）

▽
吉
野
川 

川
村
辰
夫（
６・８
）

▽
能
代 

菅
原
隆
文（
６・９
）

▽
新
宮 

久
保
智
敬（
６・９
）

▽
熊
本 

紫
垣
正
仁（
６・９
）

▽
天
草 

浜
崎
昭
臣（
６・９
）

▽
鴨
川 

平
松
健
治（
６・10
）

▽
市
川 

松
永
修
巳（
６・12
）

▽
三
条 

佐
藤
和
雄（
６・15
）

▽
羽
咋 
寺
井
哲
也（
６・16
）

▽
立
川 
福
島
正
美（
６・17
）

▽
西
宮 
澁
谷
祐
介（
６・19
）

▽
河
内
長
野　
三
島
克
則

 
（
６・24
）

▼
副
議
長

▽
串
間 

菊
永
宏
親（
５・12
）

▽
南
足
柄 

池
田
真
一（
５・15
）

▽
近
江
八
幡　
岡
田
彦
士

 

（
５・15
）

▽
大
東 

小
南
市
雄（
５・20
）

▽
大
崎 

後
藤
錦
信（
５・21
）

▽
江
東 

磯
野
繁
夫（
５・25
）

▽
墨
田 

佐
藤　
篤（
５・27
）

▽
大
田（
東
京
）　
広
川
恵
美
子

 

（
５・27
）

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
（
会
長
＝
山
田
延
孝
鳥

取
市
議
会
議
長
）
は
7
月
22

日
付
で
書
面
開
催
に
よ
り
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
を
開
催
し
、
29
日
付
で
広

域
連
携
施
策
に
関
す
る
要
望

書
を
決
定
し
た
。

要
望
書
で
は
、
自
治
体
の

▽
大
阪 

八
尾　
進（
５・28
）

▽
坂
井 

佐
藤
寛
治（
５・29
）

▽
荒
川 

保
坂
正
仁（
５・29
）

▽
藤
枝 

松
嵜
周
一（
５・29
）

▽
栗
東 

三
木
敏
嗣（
５・29
）

▽
福
井 

片
矢
修
一（
６・１
）

▽
大
和 

小
倉
隆
夫（
６・１
）

▽
春
日
部 

鈴
木
一
利（
６・１
）

▽
島
田 

藤
本
善
男（
６・１
）

▽
備
前 

掛
谷　
繁（
６・１
）

▽
那
須
烏
山　
渋
井
由
放

 

（
６・２
）

▽
深
谷 

田
口
英
夫（
６・２
）

▽
秩
父 

黒
澤
秀
之（
６・３
）

▽
石
巻 

遠
藤
宏
昭（
６・４
）

▽
下
野 

大
島
昌
弘（
６・４
）

▽
熊
谷 

影
山
琢
也（
６・４
）

▽
吹
田 

後
藤
恭
平（
６・４
）

▽
姫
路 

石
堂
大
輔（
６・４
）

▽
練
馬　
う
す
い
民
男

 

（
６・５
）

▽
栃
木 

梅
澤
米
満（
６・５
）

▽
所
沢 

末
吉
美
帆
子（
６・５
）

▽
鴻
巣 

橋
本　
稔（
６・５
）

▽
沼
津 

加
藤
明
子（
６・５
）

▽
う
き
は 

佐
藤
裕
宣（
６・５
）

▽
菊
池 

猿
渡
美
智
子（
６・５
）

▽
足
立　
佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

 

（
６・８
）

▽
久
喜 
盛
永
圭
子（
６・８
）

▽
尾
鷲 
小
川
公
明（
６・８
）

▽
四
條
畷　
藤
本
美
佐
子

 
（
６・８
）

▽
芦
屋 

福
井
利
道（
６・８
）

▽
吉
野
川 

山
添
純
二（
６・８
）

▽
能
代 

庄
司
絋
八（
６・９
）

▽
岐
阜 

石
井
浩
二（
６・９
）

▽
天
草 

若
山
敬
介（
６・９
）

▽
鎌
倉 

西
岡
幸
子（
６・10
）

▽
鴨
川 

鈴
木
美
一（
６・10
）

▽
海
南 

東
方
貴
子（
６・10
）

▽
高
知 

吉
永
哲
也（
６・11
）

▽
古
河 

靏
見
久
美
子（
６・12
）

▽
和
歌
山 

奥
山
昭
博（
６・12
）

▽
三
条 

山
田
富
義（
６・15
）

▽
尾
道 

宮
地
寛
行（
６・15
）

▽
呉 

岩
原　
昇（
６・15
）

▽
立
川 

中
山
ひ
と
美（
６・17
）

▽
土
浦 

島
岡
宏
明（
６・18
）

▽
寝
屋
川 

岡　
由
美（
６・18
）

▽
西
宮 

山
田
ま
す
と（
６・19
）

▽
河
内
長
野　
丹
羽　
実

 

（
６・24
）

▼
事
務
局
長

▽
南
砺　
武
部
輝
夫

 

（
31・４・１
）

▽
大
崎 

尾
形
良
太（
４・１
）

▽
高
岡 

西
本
幸
夫（
４・１
）

▽
国
分
寺　
塩
野
目
龍
一

 

（
４・１
）

▽
大
田（
東
京
）　
井
上
隆
義

 

（
４・１
）

▽
南
足
柄 

岩
田
佳
恵（
４・１
）

▽
大
月 

横
瀬
政
弘（
４・１
）

▽
桜
川 

太
田
貴
久（
４・１
）

▽
桐
生 

井
出
敬
子（
４・１
）

▽
大
東 

北
田
哲
也（
４・１
）

▽
栗
東 

國
松
康
博（
４・１
）

▽
西
海 

下
田
昭
博（
４・１
）

▽
熊
本 

富
永
健
之（
４・１
）

▽
秦
野 

小
泉
康
男（
６・１
）

▽
三
次 

池
本
敏
範（
６・１
）
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地
方
分
権
改
革
有
識
者
会

議
（
座
長
＝
神
野
直
彦
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
は
６
月
29

日
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限

移
譲
、
規
制
緩
和
に
関
す
る

自
治
体
か
ら
の
提
案
に
つ
い

て
、
今
年
は
昨
年
（
３
０
１

件
）
か
ら
減
少
し
２
５
９
件

だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
う
ち
、
市
区
で
は

１
６
９
団
体
か
ら
１
３
４
件

の
提
案
が
あ
っ
た
。
例
年
に

比
べ
て
複
数
の
自
治
体
に
よ

る
共
同
提
案
の
増
加
が
み
ら

れ
る
の
が
今
年
の
特
徴
。
今

後
、
自
治
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
関
係
府
省
と
の
調
整

を
経
て
12
月
に
政
府
と
し
て

の
対
応
を
決
定
す
る
予
定
。

同
会
議
の
専
門
部
会
で
調

査
・
審
議
す
る
重
点
事
項
と

し
て
①
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
②
医
療
・
福
祉
③
街
づ
く

り
、
土
地
等
有
効
活
用
④
地

域
交
通
・
運
送
網
確
保
⑤
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
⑥
民
間

事
業
者
活
用
―
な
ど
の
７
項

目
を
決
定
。
こ
の
う
ち
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
で
最
多

の
10
項
目
の
提
案
が
寄
せ
ら

れ
た
。
次
い
で
医
療
・
福
祉

の
9
項
目
、
ま
ち
づ
く
り
、

土
地
等
の
8
項
目
が
続
い
た
。

市
か
ら
提
案
を
見
る
と
、

浜
松
市
、
沼
津
市
、
松
山
市
、

今
治
市
な
ど
の
13
市
は
、
心

身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
の

受
給
者
の
現
況
確
認
方
法
に

つ
い
て
、
受
給
者
が
地
方
公

共
団
体
を
通
じ
て
住
民
票
を

提
出
す
る
現
在
の
方
式
に
代

え
、
福
祉
医
療
機
構
に
よ
る

住
基
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
現
況

確
認
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、

申
請
者
の
負
担
減
と
事
務
効

率
化
を
提
案
。

専
門
部
会
の
会
議
結
果
な

ど
は
順
次
、

内
閣
府
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ

る
。

自
治
体
の
共
同
提
案
増
加

自
治
体
の
共
同
提
案
増
加

地
方
分
権
提
案　

２
５
９
件

地
方
分
権
提
案　

２
５
９
件

（
関
連
表
下
掲
）

2 市以上（指定都市市長会など含む）が提案した重点項目
※番号は重点事項の番号 ※令和 2 年の地方分権に関する提案募集「重点事項」資料（内閣府 HP）から抜粋・編集


